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Chapter13　まとめ：メディア・リテラシーを学ぶために　
1. メディア・リテラシーの３つの能力
1. メディアを使える能力　メディア機器を使って情報を取り出す能力

2. メディアを読解し洞察する能力　メディアを批評的に読み解く主体性・教養

3. メディアで表現する能力　メディアを利用して事象を観察したり伝達したり自己表現する能力

2.参考映像

　　①スパゲティの木　イタリア名産のスパゲティの収穫がはじまったことを報じるニュース映像。

　　②宇宙人解剖ﾌｨﾙﾑ～ﾛｽﾞﾜﾙﾄﾞ事件48年目の真実　ＵＦＯ事件史上最大のﾐｽﾃﾘｰ、ﾛｽﾞﾜﾙﾄﾞ事件の謎に迫る

　　③平成14年度総務省ﾒﾃﾞｨｱ･ﾘﾃﾗｼｰ教材「ウッキーちゃんのテレビふしぎたんけん」（お茶の水大学監修）
　アクションシーンはどのように作られているのか？別の音をつけたら？自分たちでやってみよう・・など。
　　④NHK未来潮流 メディアがひらく教育の未来「みんなで創ろう子どもシネマ」　
　　　　子どもたちによるドラマ作りの実践。ドラマ制作を通じて子どもたちのさまざまな人間性が成長する模様を描く。

　　⑤ＮＨＫスペシャル『世界のテレビは”新しい戦争”をどう伝えたか』（2002.3.22放映）

　　　　ビデオジャーナリストの活躍や苦悩など。
 3.映像制作教育によって育成される能力
	　

1. 創作・構成能力の育成：　　

あるテーマのもとに、ひとつの時間的表現に沿ったストーリーを論理的に展開し、メッセージを構成していく能力を育成する。ノーマルな感性をもち、若者らしい正義感や情熱のまなざしで社会を見渡し、問題を発見する力を育てる。物語の創造は、社会を吟味し、めざすべき人生や世界観を示そうとする、きわめて人間的なはたらきであり、個人の成長にとっても社会の調和にとっても欠くことのできない作用であることが理解されるであろう。

2. コミュニケーション・プレゼンテーション能力の育成：　　

メディアによる表現法の習得という面だけでなく、映像の出演者や演出者となって、人間の表情や動作ひとつひとつの意味性にたいする観察力や表現力を養う。他人（登場人物）の心のうごきへの想像力を豊かにすること、その大切さを理解する力が育まれるであろう。

3. プロジェクト遂行能力の育成：　　

ドラマという想定的な概念を、それぞれの構成要素にいったん分解して、それを現実の作業に置き換えて計画・遂行し、実際のコンテンツとして再構築するというプロジェクト学習。現実のビジネスシーンにおいても常に求められる仕事のやりかたの基本を学ぶということにほかならないであろう。
　
→　総合的な｢人間教育｣としての“映像教育”･･･全人的陶冶・自己効力

→　｢映像制作教育法｣の構築･戦略化の模索･･･生涯を通じた喜びや幸福感の獲得(凡才人のために)


伊藤敏朗：大学における映像制作教育～ＤＶシネマの制作実践とその教育的意義～[『中央評論　』第248号pp.79-85 ]（要約）

　【授業評価アンケート】　
　「授業評価アンケート」に、授業コードほか必要事項を記入のうえ、マークシートの該当欄にマークしてご提出ください。裏面の記述式回答にも、ご回答ください。
　2008年度「映像メディア論」の授業コードは14127です。
　
○「その他の質問事項」の設問（下記の質問事項を転記する必要はありません）

　(1)　この授業を受けたことで、映像（テレビや映画など）の見方がより深くなった。

  (2)　授業中の映像教材の上映は興味深く、きちんと「見て」、「感じる」ことができた。

(3)　この授業の出席のとり方、その評価の仕方については妥当なものであった。
